
●… 日 金 は、早朝寺庄駅で宣伝、その後集金等。● 日 土 は、生活相談、 時から市役所前で

黙っていられない集会で訴え、 時半から草津で実務、帰宅後議会準備。●… 日 日 は、 時半から一斉清掃作業、 時半から

甲南で会議、その後集金活動、 時から八坂講、議会準備。● 日 月 は、早朝赤旗配達、市役所調査、集金等、 時半から草津

で実務、 時半から草津で会議、その後実務。●… 日 火 は、議会準備・生活相談等、 時から守山で会議。●… 日 水 は、

時 分から生活相談で現地調査、 時から本会議・議案質疑、終了後会派代表者会議、終了後４常任委員会委員長会議、その後

ニュース作成。●… 日 木 は、 時から大津で会議、 時から大津で会議、 時から湖南で会議。

山
やま

岡光
おかみつ

広
ひろ

 市議会議員 活動報告 
0748-86-2985 Fax0748-86-0415   yama729@maia.eonet.ne.jp http://www.facebook.com/mituhiro.yamaoka 

 

年 月 日

第 号

 

浄
土
宗
の
お
念
仏
の
教
え
を
檀

信
徒
に
伝
え
る
「
五
重
相
伝
」
が

月

日
か
ら

日
ま
で
天
通
山
長

徳
寺
で
開
か
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
法
会
は
浄
土
宗
の
教
え
の
真

髄
を
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
す
か

ら
、
詳
細
を
紙
面
で
紹
介
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
開
祖
法
然
上
人

の
生
き
方
を
学
ぶ
い
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

 

法
然
上
人
は
１
１
３
３
年
美
作

国
（
現
岡
山
県
）
生
ま
れ
。
９
歳
の

時
実
父
が
夜
討
ち
に
あ
い
非
情
の

死
を
と
げ
ま
す
が
、
臨
終
の
枕
も
と

で
敵
討
ち
を
戒
め
る
遺
言
を
託
し

ま
す
。
当
時
は
敵
討
ち
を
当
然
視
す

る
武
士
の
風
習
の
な
か
で
真
逆
の

遺
言
だ
け
に
衝
撃
的
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
１５
歳
で
出
家
し
て
比
叡

山
へ
。
そ
こ
で
当
時
の
仏
教
・
学
問

を
修
し
た
後
、
「
た
だ
ひ
た
す
ら
に

仏
に
帰
依
す
れ
ば
必
ず
救
わ
れ
る
。

南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
れ
ば
、
必
ず

仏
の
救
済
を
受
け
平
和
な
毎
日
を

送
り
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
（
行
く
）

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
「
他
力
」

の
教
え
を
広
め
ま
す
。

 
時
に
、
貴
族
だ
け
の
仏
教
の
な
か

で
「
大
衆
の
た
め
に
」
と
い
う
法
然

上
人
の
教
え
は
一
気
に
広
が
り
ま

し
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
新
し
い
宗

教
」
で
あ
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
迫
害

を
受
け
た
そ
う
で
す
。
１
２
１
２
年

８０
歳
で
亡
く
な
る
直
前
に
書
か
れ

た
「
一
枚
起
請
文
」
は
、
法
然
上
人

の
教
え
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
宗

派
の
違
い
を
超
え
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

 

「
自
然
と
の
共
生
」
「
地
域
と
の

共
生
」
な
ど
「
共
生
（
き
ょ
う
せ
い
）
」

と
い
う
言
葉
も
そ
の
教
え
の
ひ
と

つ
。
大
切
な
「
い
の
ち
」
が
代
々
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
命
日
の
２５
日
を
「
世

界
平
和
念
仏
の
日
」
と
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
人
の
幸
福
と

世
界
の
平
和
を
願
い
、
一
人
一
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会

と
な
る
よ
う
祈
念
す
る
日
で
も
あ

り
ま
す
。
い
ま
議
員
と
し
て
、
国
民

が
主
人
公
の
社
会
実
現
へ
活
動
し

て
い
る
点
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

 

と
こ
ろ
で
京
都
に
あ
る
浄
土
宗

総
本
山
知
恩
院
の
境
内
に
京
都
の

「
解
放
運
動
無
名
戦
士
の
墓
」
が
あ

り
ま
す
。
１
９
５
８
年
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
当
時
の
知
恩
院
教

学
部
長
（
井
川
定
慶
師
）
が
「
ご
開

祖
の
法
然
上
人
は
時
の
権
力
に
反

対
し
て
島
流
し
に
遭
わ
れ
た
が
、
そ

う
し
た
時
に
も
遊
女
を
救
わ
れ
た
。

戦
争
中
、
国
賊
と
罵
ら
れ
、
親
兄
弟

か
ら
見
放
さ
れ
て
も
戦
争
反
対
を

主
張
し
、
難
儀
を
受
け
た
人
た
ち

が
、
法
縁
を
求
め
て
き
て
い
る
。
こ

れ
を
無
下
に
断
っ
て
は
、
ご
開
祖
法

然
上
人
の
ご
意
思
に
反
す
る
の
で

は
な
い
か
」
と
説
得
さ
れ
た
と
い
う

経
過
が
あ
る
そ
う
で
す
。
知
恩
院
山

門
の
北
側
の

土
地

坪
を

永
大
無
償
で

貸
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と

が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
山
岡
光
広
） 

 

１０
日
の
臨
時
国
会
会
期
末
を
前
に
、
安
倍

自
公
政
権
の
が
国
会
を
愚
弄
す
る
暴
走
を
続

け
て
お
り
、
緊
迫
し
た
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
４
日
に
は
国
民
の
生
活
と
命
の
基
盤
で

あ
る
水
道
事
業
の
運
営
権
の
民
間
企
業
売
却

を
推
進
す
る
水
道
法
改
定
案
を
参
院
委
員
会

で
可
決
。
外
国
人
受
け
入
れ
拡
大
の
出
入
国

管
理
法
改
定
案
は
審
議
の
土
台
が
揺
ら
ぐ
事

態
な
の
に
あ
く
ま
で
も
今
国
会
で
の
可
決
成

立
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
９
条
改
憲
の
た

め
の
憲
法
審
査
会
の
設
置
を
含
め
、
国
会
で

の
数
を
力
に
悪
法
を
ゴ
リ
押
し
す
る
安
倍
政

権
は
、
国
会
を
愚
弄
す
る
も
の
で
す
。「
徹
底

審
議
す
べ
き
」
は
国
民
の
当
然
の
声
で
す
。

 開会中の市議会は、７日・１０日・１１日・１２日の四日間、一

般質問が行われます。日本共産党甲賀市議員団の質問は以下の通り。 

１２月１０日（月） １２月１１日（火） 

信
楽
窯
業
試
験
場

／
大
戸
川
ダ
ム
／
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

介
護
予
防
／
コ
ミ

バ
ス
無
料
券
／
公
園

遊
具
／
移
動
図
書
館

新
年
度
予
算
編
成

／
災
害
に
強
い
街
づ

く
り
／
後
期
高
齢
者

の
健
康
診
査
／
新
名

神
甲
南
Ｐ
Ａ

■２番目（１１時過ぎ～） ■５番目（１５時過ぎ～） ■５番目（１５時過ぎ～） 

 ■消防団の定員 1230 人を 1120 人に 
 

問 各方面隊の現数と新定員は？

答 水口 人→ 、土山 人→ 、

甲賀 人→ 、甲南 人→ 、信

楽 人→ 、女性 人→ 。

問 今後の地域消防・防災力は、消防団

の確保策は？

答 消防団だけでは防災力は不足。消防

団ＯＢにも協力を願い自主的な防災力の

向上が必要。現団員による勧誘、自治会

長に依頼した団員確保に努める。

 １２月定例議会は、５日に議案に対する本会議質疑が行われました。山岡議員は、

消防団の定員削減、土地取得会計の基金保有額を減額する条例改正について質疑し

ました。質疑は日本共産党議員団３名と橋本律子・奥田宏嗣両議員の５名。

 ■土地開発基金保有「16 億」→「3億」 
 

問 「 億円」と設定したのはなぜ？

答 旧甲賀警察跡地・旧甲賀病院跡地は

いずれも約 3 億円強、県内他市の平均が

約 4億３千万円であることから３億に。 

問 積立の場合はどこで決めるのか。 

答 基金運用委員会に諮り、予算的には

議会の議決を経ていく。 

問 基金運用益は今後一般会計のどこ？ 

答 １６款１項 財産収入で管理。 
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の確保策は？

答 消防団だけでは防災力は不足。消防

団ＯＢにも協力を願い自主的な防災力の

向上が必要。現団員による勧誘、自治会

長に依頼した団員確保に努める。

 １２月定例議会は、５日に議案に対する本会議質疑が行われました。山岡議員は、

消防団の定員削減、土地取得会計の基金保有額を減額する条例改正について質疑し

ました。質疑は日本共産党議員団３名と橋本律子・奥田宏嗣両議員の５名。

 ■土地開発基金保有「16 億」→「3億」 
 

問 「 億円」と設定したのはなぜ？

答 旧甲賀警察跡地・旧甲賀病院跡地は

いずれも約 3 億円強、県内他市の平均が

約 4億３千万円であることから３億に。 

問 積立の場合はどこで決めるのか。 

答 基金運用委員会に諮り、予算的には

議会の議決を経ていく。 

問 基金運用益は今後一般会計のどこ？ 

答 １６款１項 財産収入で管理。 

 


